


プログラム

	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師（敬称略）

	８

月

29

日
	13：30～13：35
	開講の挨拶
	日本女子大学人間社会学部教授

　　　　　　　　　　　　飯長　喜一郎

	
	13：35～15：10
	保育者の専門性を生かした保護者支援
	淑徳大学総合福祉学部福祉学科教授

　　　　　　　　　　　　柏女　霊峰

	
	15：25～17：00
	行政のネットワークからの保護者支援

―保育者の視点から見えたこと―
	相模原市こども家庭支援センター副主幹
渡辺　令子

	８

月

30

日


	9：30～10：15
	施設内保育園における保護者への心理的サポートの課題
	病院内保育園園長

　　　　　　　　　　　　蒲谷　千秋

	
	10：30～12：00
	保育者による保護者支援の方法

―カウンセリングのエクササイズを含めて―
	（前　　掲）

飯長　喜一郎

	
	12：00～13：10
	昼食休憩（ 各自おとりください ）

	
	13：10～14：40
	子育て支援からの保護者支援

―保育から家庭生活の援助は可能か―
	関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授

土谷　みち子

	
	14：55～15：55
	受講者の皆様と講師の対話
	（前　　掲）
飯長　喜一郎　 渡辺　令子　
蒲谷　千秋　   土谷　みち子

	
	15：55～16：00
	閉講の挨拶
	（前　　掲）

土谷　みち子


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊都合により講義時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。










　子育て支援の必要性はますます高まっています。乳幼児への虐待が日常的に見られるようになってきたことに代表されるように、近年、問題はますます深刻化しています。子どもへの影響の深刻化は、同時に、保護者の問題の深刻化です。深刻化は同時に援助の困難化です。本年改訂・施行される「保育所保育指針」でも、保護者支援は大きな課題となっています。


今回は、保育や幼児教育の場でますます大切になりまたむずかしくなる保護者支援の特徴や対処の考え方と方法を、場と職種の独自性を意識しながら取り上げます。


　保育者が自らの立ち位置を明確にして「何をどう考えたらよいのか」「できることは何か」「どのように行動したらよいのか」などについて考え、具体的に対応できるようお手伝いできればと思っています。


今回も、最後にみなさまとの話し合いの時間を設けました。


　毎日奮闘しているみなさまのご参加をお待ちしています。　　　【企画講師　飯長喜一郎、土谷みち子】





講座No. ０９３２０





保育・子育て講座２








期　  日 : 200９年８月２９日（土）・３０日（日）


受講対象 ：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・


大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　  員：150名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：12,000円（税込み）　＊宿泊と昼食は各自お手配願います


会　  場：明治安田こころの健康財団 ２階講義室　


〒171-0033 豊島区高田3-19-10　 電話03－3986－7021


（ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場｣駅より徒歩7分）














保育者による子育て支援


－保護者支援の考え方と方法－











